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７）購買場所傾向等を踏まえた個社の取り組みの方向性 

≪メニューや品揃えの多様化≫ 

愛川町在住の方々の外食の消費地の主たる場所が「愛川町」であること、さらには、

外食の際に「１週間程度の日用品や食料品」を調達する（まとめ買い）傾向があること、

さらには、外食は家族総出で消費する傾向が高いこと等々を踏まえると、以下の視点の

取り組みを加速したいところである。 

外食においては、家族総出を念頭においた「多様なメニュー」構成を進めたい。多様

とは、子供向け、女性向け、育ち盛りの中高生向け、咀嚼が弱い高齢者向け等々、家族

を構成する「消費者像」を明確にし、その方々に向けた「量」「見栄え」「味付け」等々

を準備していく努力が求められる。 

食料品や日用品等の買い物対策としても同様で、子供向け、女性向け、育ち盛りの中

高生向け、咀嚼が弱い高齢者向け等々、家族を構成する「消費者像」を明確にした品揃

えの強化が求められる。しかしながら、個社が商品アイテムの強化（つまり専門店化：

例 鮮魚店が鮮魚の取り扱い種類や加工度の相違を増やす取り組み）を進めることは相

応に可能と推察できるが、商品ラインの強化（例 鮮魚店が新たに野菜を品揃えする等）

は現実的ではない。そこで、愛川町の異なる品揃えの店同士で「コミュニティ」を形成

し、これらの店主同士で「品揃えの補完関係」を構築することで、量販店や地域外での

購買流出を喰いとめていくことが必要になる。 

 

≪駐車サービスの充実等≫ 

愛川町内居住者は、既述のとおり、目的地まで「全て自家用車」で完結する傾向があ

る。それは、愛川町居住者に比べ、愛川町外居住者の方が、外食場所が散在（広域化）

していることから読み取れる。愛川町は町外に比べ、公共交通機関が発達していない。

それが背景である。つまり、愛川町内で、駐車スペースが無いお店や、駐車スペースが

物足りない個店は、量販店や地域外のロードサイド店に対して不利である。 

そこで、近郊に立地する個店同士で協力し、共同の駐車スペースを設置する等、何か

しらの「アイデア溢れる取り組み」が求められる。 

 

≪大手流通量販店との差別化≫ 

 現実のところ、愛川町で外食や食料品、日用品を購買する多くの方々が、大手流通の

量販店で、用を済ませている。当日、調査に協力いただいた多くの回答者から、具体的

な買い物場所の個店名を聞くと、大手流通量販店の名称が挙がってくる。 

 そこで、当たり前のことではあるが、今一度「踏まえておきたい」ことは、大手量販

店では実現できない品揃えやメニューの工夫である。ここで指している工夫とは、お客



p. 26 
 

様の「細やかなニーズに対応すること」を指す。例えば、単身の高齢者が甘エビの御造

り（刺身）を購入する際、量が多く、結果的に食べきれないといった問題があったとす

る。現在、甘エビが１５尾で３００円といった設定であれば、「５尾１００円といった

量目と値段に変更することで、買いやすさが向上するのでは？」と検討することである。 

 以上のように、大手流通量販店が未実施で、当店で可能なサービスや品揃え等を見出

し、具現化していく取り組みが、大手流通量販店への購買流出を喰いとめる「策」にな

ることを理解していただく必要がある。 

 

≪外食率から俯瞰する改善の方向性≫ 

 本調査では、直近３回の外食場所を質問し回答いただいている。直近３回の外食は「ど

のくらいの期間」で実施されたものなのかがポイントになる。この３回を、1週間、１

ケ月あるいは３ケ月で実現したものと仮定し、さらには１ケ月を３１日、３ケ月を９３

日と設定した場合の「愛川町居住者の外食率」は下表のようにあらわされる。 

期間 愛川町居住者の外食率 

1週間 14.2％ 

１ケ月 3.2％ 

３ケ月 1.1％ 

少し古い（平成 27 年）データであるが、（公財）食の安全・安心財団 統計資料「外食率

と食の外部化率の推移」において、日本国民全体の外食率は下表のとおりになっている。 

期間 全国の外食率 

12ケ月 34.4％ 

 以上の数字から言えることは、愛川町居住の方々の外食機会は「大幅に少ない」とい

うことである。全国では食の外部化が進展する傾向にある中、愛川町居住者には「当た

らない」とする見方もあるが、まだまだ食の外部化が、進む可能性が高いとも言える。

その可能性を引き出していくためには、「外食をしたい！」と思わせる施策の展開が個

社に求められる。 

 施策の立案においては、個社のみで考えるのではなく、商工会経営指導員や専門家の

力を借り、多面的視点で検討したい。なお施策を検討するにあたっては、概ね以下の「日

常生活」における課題等を改善する方向性で組み立てたいところである。  
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外食の動機付けの論点 

台所を預かる主婦や主夫の「息抜き」や「休日」に外食を提案する 

家族構成員個々の「ハレの日」や「節目需要」として外食を提案する 

家庭で食機会の少ない「希少食材」や「メニュー」を外食で体験していただく 

家庭料理では実現が困難な「本格的」「本物」志向の料理を外食で体験していただく 

飲食店としての本質的機能（空腹を満たす等）以外の論点で外食の「場」を提案する 

例 くつろぎ空間、趣味の共通性、会議や各種地域サークルや同好会の活動、等々 
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６.調査結果の報告（購買嗜好） 

１）愛川町居住者のスイーツの好みから俯瞰した購買嗜好 

①主成分分析 

≪50歳以上高齢者≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

50 歳以上高齢者のスイーツの嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 20％を説明

できる。 

 

≪50歳未満若年者≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

50 歳未満若年者のスイーツの嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 20％を説明

できる。 

 

≪男性≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 
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男性のスイーツの嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 22％を説明できる。 

 

≪女性≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

女性のスイーツの嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 22％を説明できる。 

 

≪全体≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

愛川居住者のスイーツの嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 22％を説明でき

る。 

 

②第２主成分分析 

≪50歳以上高齢者≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

50 歳以上高齢者のスイーツの嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 24％を説明
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できる。 

 

≪50歳未満若年者≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

50 歳未満若年者のスイーツの嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 18％を説明

できる。 

 

≪男性≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

男性のスイーツの嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 27％を説明できる。 

 

≪女性≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

女性のスイーツの嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 25％を説明できる。 

 



p. 31 
 

≪全体≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

愛川町居住者のスイーツの嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 24％を説明で

きる。 

 

③主成分得点散布図と嗜好ポートフォリオ 

≪50歳以上高齢者≫ 

・主成分得点散布図 

 

・嗜好ポートフォリオ 

彩り 

ぷるんぷるん 

甘さ控えめ 

彩り 

しっとり or クリーミー 

しっとり and クリーミー 

甘い 

 彩り 

濃厚 

もっちり 

甘い 

（考察） 

主成分、第２主成分の累積寄与率より 44％の 50歳以上高齢者の嗜好を説明できる。 
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≪50歳未満若年者≫ 

・主成分得点散布図 

 

・嗜好ポートフォリオ 

カラフル 

ぷるんぷるん みずみずしい 

甘さ控えめ 

カラフル 

サクサク 

甘さ控えめ 

カラフル 

ぷるんぷるん みずみずしい 

しっとり 

甘さ控えめ 

カラフル 

ふわふわ 

甘さ控えめ 

カラフル 

ぷるんぷるん みずみずしい 

クリーミー 

甘さ控えめ 

カラフル 

クリーミー 

甘さ控えめ 

（考察） 

主成分、第２主成分の累積寄与率より 39％の 50歳未満若年者の嗜好を説明できる。 

  



p. 33 
 

≪男性≫ 

・主成分得点散布図 

 

・嗜好ポートフォリオ 

彩り 

ぷるんぷるん 

甘さ控えめ 

彩り 

しっとり or クリーミー 

しっとり and クリーミー 

甘い 

 彩り 

濃厚 

もっちり 

甘い 

（考察） 

主成分、第２主成分の累積寄与率より 49％の男性の嗜好を説明できる。 

 

≪女性≫ 

・主成分得点散布図 
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・嗜好ポートフォリオ 

カラフル 

フレッシュ 

ぷるんぷるん みずみずしい ひんやり 

甘さ控えめ 

カラフル 

フレッシュ 

しっとり（and クリーミー） 

甘さ控えめ 

彩り 

ぷるんぷるん みずみずしい ひんやり 

甘い 

彩り 

濃厚 

甘い 

（考察） 

主成分、第２主成分の累積寄与率より 47％の女性の嗜好を説明できる。 

 

≪全体≫ 

・主成分得点散布図 

 

・嗜好ポートフォリオ 

カラフル 

フレッシュ 

ぷるんぷるん みずみずしい ひんやり 

甘さ控えめ 

カラフル 

フレッシュ 

しっとり 

サクサク 

クリーミー 

甘さ控えめ 

彩り 

ぷるんぷるん みずみずしい ひんやり 

甘い 

彩り 

濃厚 

しっとり 

クリーミー 

甘い 
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（考察） 

主成分、第２主成分の累積寄与率より 46％の愛川町居住者の嗜好を説明できる。 
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２）愛川町居住者の鮮魚の好みから俯瞰した購買嗜好 

①主成分分析 

≪50歳以上高齢者≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

50 歳以上高齢者の鮮魚の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 20％を説明でき

る。 

 

≪50歳未満若年者≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

50 歳未満若年者の鮮魚の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 23％を説明でき

る。 

 

≪男性≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

男性の鮮魚の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 22％を説明できる。 
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≪女性≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

女性の鮮魚の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 22％を説明できる。 

 

≪全体≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

愛川居住者の鮮魚の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 19％を説明できる。 

 

②第２主成分分析 

≪50歳以上高齢者≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

50 歳以上高齢者の鮮魚の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 22％を説明でき

る。 
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≪50歳未満若年者≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

50 歳未満若年者の鮮魚の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 22％を説明でき

る。 

 

≪男性≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

男性の鮮魚の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 32％を説明できる。 

 

≪女性≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

女性の鮮魚の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 24％を説明できる。 
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≪全体≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

愛川町居住者の鮮魚の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で21％を説明できる。 

 

③主成分得点散布図と嗜好ポートフォリオ 

≪50歳以上高齢者≫ 

・主成分得点散布図 
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・嗜好ポートフォリオ 

とろり 

ほのかな甘み 

口どけが良い 

新鮮な 

上品な脂 

旬の 

程よい塩っけ 

ふっくらと 

香ばしい（一部） 

脂ののった 

 程よい苦味 

旬の 

程よい塩っけ 

ふっくらと 

香ばしい 

脂ののった 

新鮮な 

あっさりとした 

上品な脂 

香ばしい 

脂ののった 

ふっくらと 

さっぱりとした（一部） 

旬の 

新鮮な 

（考察） 

主成分、第２主成分の累積寄与率より 42％の 50歳以上高齢者の嗜好を説明できる。 

 

≪50歳未満若年者≫ 

・主成分得点散布図 
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・嗜好ポートフォリオ 

とろり 

ほのかな甘み 

口どけが良い 

新鮮な（一部） 

香ばしい（一部） 

上品な脂 

旬の 

程よい塩っけ 

ふっくらと 

香ばしい 

脂ののった 

あっさりとした 

 旬の 

さっぱりとした 

香ばしい（一部） 

脂ののった 

程よい塩っけ 

ふっくらと 

（考察） 

主成分、第２主成分の累積寄与率より 45％の 50歳未満若年者の嗜好を説明できる。 

 

≪男性≫ 

・主成分得点散布図 
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・嗜好ポートフォリオ 

とろり 

ほのかな甘み 

口どけが良い 

新鮮な 

上品な脂 

ふっくらと 

サクッと 

香ばしい（一部） 

ぷりぷり 

旬の 

脂ののった 

旬の 

脂ののった 

ふっくらと 

サクッと 

香ばしい 

ぷりぷり 

程よい苦味 

旬の 

ほのかな甘み 

香ばしい（一部） 

脂ののった 

（考察） 

主成分、第２主成分の累積寄与率より 54％の男性の嗜好を説明できる。 

 

≪女性≫ 

・主成分得点散布図 

 

  



p. 43 
 

・嗜好ポートフォリオ 

とろり 

ほのかな甘み 

口どけが良い 

新鮮な 

上品な脂 

程よい塩っけ（一部） 

ぷりぷり 

香ばしい（一部） 

さっぱりとした（一部） 

ぷりぷり 

新鮮な 

上品な脂 or 上品な脂 

あっさりとした 

新鮮な 

ほのかな脂 

ふっくらと 

さっぱりとした 

（考察） 

主成分、第２主成分の累積寄与率より 46％の女性の嗜好を説明できる。 

 

≪全体≫ 

・主成分得点散布図 
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・嗜好ポートフォリオ 

とろり 

ほのかな甘み 

口どけが良い 

新鮮な 

上品な脂 

旬の 

程よい塩っけ 

ふっくらと 

香ばしい（一部） 

脂ののった 

 程よい苦味 

旬の 

程よい塩っけ 

ふっくらと 

香ばしい 

脂ののった 

新鮮な 

あっさりとした 

上品な脂 

香ばしい 

脂ののった 

ふっくらと 

さっぱりとした（一部） 

旬の 

新鮮な 

（考察） 

主成分、第２主成分の累積寄与率より 40％の愛川町居住者の嗜好を説明できる。 
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３）愛川町居住者の野菜の好みから俯瞰した購買嗜好 

①主成分分析 

≪50歳以上高齢者≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

50 歳以上高齢者の野菜の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 20％を説明でき

る。 

 

≪50歳未満若年者≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

50 歳未満若年者の野菜の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 17％を説明でき

る。 

 

≪男性≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

男性の野菜の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 21％を説明できる。 
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≪女性≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

女性の野菜の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 20％を説明できる。 

 

≪全体≫ 

⇒主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

愛川居住者の野菜の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 21％を説明できる。 

 

②第２主成分分析 

≪50歳以上高齢者≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

50 歳以上高齢者の野菜の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 22％を説明でき

る。 
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≪50歳未満若年者≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

50 歳未満若年者の野菜の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 23％を説明でき

る。 

 

≪男性≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

男性の野菜の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 21％を説明できる。 

 

≪女性≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

女性の野菜の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で 23％を説明できる。 
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≪全体≫ 

⇒第２主成分負荷量 

 

⇒分散と合成 

 

⇒寄与率 

 

（考察） 

愛川町居住者の野菜の嗜好や選好は、上記の主成分負荷量の内容で22％を説明できる。 

 

③主成分得点散布図と嗜好ポートフォリオ 

≪50歳以上高齢者≫ 

・主成分得点散布図 
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・嗜好ポートフォリオ 

みずみずしい 

ほろ苦い 

程よい雑味 

身体に良さそう 

 

みずみずしい 

爽やか 

独特の香り 

ほのかな苦味 

身体に良さそう 

ホクホク 

ねっとり 

上品な甘み（一部） 

みずみずしい 

独特の香り 

ほのかな苦味 

シャキシャキ（一部） 

身体に良さそう 

ホクホク 

コクがある 

上品な甘み（一部） 

（考察） 

主成分、第２主成分の累積寄与率より 42％の 50歳以上高齢者の嗜好を説明できる。 

 

≪50歳未満若年者≫ 

・主成分得点散布図 

 

 


